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図版34

第112号土坑　土層　　　　　　　　　　　Ｓ→ 第113号土坑　土層　　　　　　　　　　　Ｓ→

第115号土坑　土層　　　　　　　　　　　Ｓ→

第117号土坑　礫・炭化材出土状況土　　　Ｗ→

第121号土坑　完掘　　　　　　　　　　　Ｗ→

第114号土坑　土層　　　　　　　　　　　Ｎ→

第116号土坑　土層　　　　　　　　　　　Ｓ→

第120号土坑　完掘　　　　　　　　　　　Ｅ→

第121号土坑　土層　　　　　　　　　　　Ｓ→

第125号土坑　礫出土状況　　　　　　　　Ｓ→ 第125号土坑　完掘　　　　　　　　　　　Ｓ→
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図版35

第140号土坑　土層　　　　　　　　　　　　Ｅ→

Ａ区第201号土坑　土層　　　　　　　　　　Ｗ→

第１号火葬墓（SC-4）完掘　　　　　　　　 Ｎ→

第20・21号溝跡合流部土層　　　　　　　　 Ｅ→

第26号溝跡　土層　　　　　　　　 　　　　Ｓ→

第１号火葬墓（SC-4）土層　　　　　　　　 Ｎ→

第29・30号溝跡　完掘　　　　　　　　 　　Ｓ→

第10号焼土遺構　確認　　　　　　　　 　　Ｗ→ 第11号焼土遺構　土層　　　　　　　　 　　Ｎ→

Ａ区第３号火葬墓（SC-11）炭化物・焼骨確認状況　Ｓ→
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図版36

第１号性格不明遺構　完掘　　　　　　　　Ｎ→

第１号炭化物集中遺構　土層　　　　　　　Ｎ→

第５号炭化物集中遺構　確認　Ｎ→

第131号土坑　完掘　Ｓ→

第100号土坑　完掘　Ｅ→

第104号土坑　土層　Ｓ→

第133号土坑　完掘　Ｓ→

第148号土坑　土層　Ｓ→

第141号土坑　土層　Ｓ→第136号土坑　土層　Ｓ→

第106号土坑　土層　Ｗ→ 第130号土坑　完掘　Ｅ→

第102号土坑　礫出土状況　 Ｓ→

第103号土坑　完掘　Ｓ→

第149号土坑　土層　Ｓ→

第１号性格不明遺構　土層　　　　　　　　Ｎ→

第２・３号炭化物集中遺構　土層　　　　　Ｎ→
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図版37
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図版38
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図版39

柱穴出土遺物

SD-26 1

1

7

8

1

1
3

3

4

5

11

6

2

SP571

SP573

SX-01

遺構外出土遺物（古代以降）

図６−３ 体部文様の拡大写真（縄文施文後沈線縁取り） 図９−１ 体部整形痕の拡大写真（横位条痕、原体は貝殻か？）

図24−60 体部整形痕の拡大写真（横位のやや粗いミガキ） 図33−181 体部整形痕の拡大写真（縦位の条痕、条痕間の幅が広い）
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図版40

図69−22曲物内面の写真（写真左：破損した部分には縦位に差し込まれた板材が見える。また、炭塗りとケガキも見られる。写
真右：樺止めの状況。

剥片石器に見られる各種の二次調整剥離

１・２は石鏃側縁の押圧剥離。３は石槍側縁。４

〜６は削器刃部。７・８は使用に伴うと考えられ

る微細な剥離痕。９・10は連続した小規模な押圧

剥離。黒線は各々10㎜のスケール。

1（図36-2） 2（図36-1）

3（図36-6）
4（図37-31）

5（図36-10） 6（図37-24）

7（図38-43） 8（図38-47） 9（図9-6） 10（図16-5（右側縁）） 11（図38-48）

12（図39-51）
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円筒下層d2式土器、最花式
土器、牛ヶ沢式土器、蛍沢
式土器、十腰内Ⅰ式土器、
十腰内５式土器、大洞Ｂ式
土器、大洞Ａ′式土器

石鏃・石錐・石槍・石匙・
掻器・削器・使用痕のある
剥片・剥片・凹み石・敲き
石・磨石・磨製石斧・石皿・
石製品
円盤状土製品・鐸形土製品・
焼成粘土塊

舶載陶磁器（青磁・白磁）
国産陶磁器（瀬戸天目・珠
洲擂鉢・甕）、木製品（漆
器椀・加工材）、鉄製品（刀・
鏃・用途不明）、銅製品（鏡・
銭貨）
炭化種子
近世陶磁器（肥前・唐津）、
近現代陶磁器

遺物総量　74箱

縄文時代については従来の調査同様に、中期後葉と後期後葉期の居住域を発見した。特に後期後葉期に

ついては、遺跡内での南限と考えられる。その他後期前葉・晩期末葉の遺物包含層を発見した。

中世については、竪穴遺構・井戸跡・カマド状遺構・火葬墓・土坑墓・土坑・溝跡・柱穴などの遺構を

発見した。おおよそ13世紀〜16世紀にわたる長い期間存続していた可能性が年代測定の結果として提示

できた。カマド状遺構や井戸跡などを利用した作業場としての性格を持つ可能性がある。

縄文時代後期後葉の集
落跡と遺物包含層を発
見。検出された土器群
は宮田・矢田地区では
初見。
縄文時代晩期末葉の土
器包含層を発見。

中世（13〜16世紀）の
遺構群を発見。
竪穴遺構・カマド状遺
構・土坑墓・火葬墓等
から炭化した種子が多
数出土。
土坑墓からは菊花散双
鳥鏡が出土。
井戸枠の年輪年代から
３つの井戸跡に使用さ
れた木材の伐採年代が
確定又は推定された。

竪穴住居跡　　　１軒

竪穴住居跡　　　４軒
土坑　　　　　　１基
土坑　　　　　　４基

竪穴遺構　　　　６基
井戸跡　　　　　17基
カマド状遺構　　57基
土坑（中世）　　13基
土坑（時期不明）33基
土坑墓　　　　　１基
火葬墓　　　　　３基
溝跡（中世）　　８条
溝跡（近世以降）15条
柱穴　　　　　 507基
焼土遺構　　　　６基
性格不明遺構　　１基
炭化物集中遺構　４基
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